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晨

　
　
　利

　信

今
年
度
の
実
践
運
動
を
振
り
返
っ
て

　　　

�

御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

　
　
　
　
　山
陰
教
区
委
員
会

　副
委
員
長

　三み

明あ
け

淨じ
ょ
う

信し
ん

　
さ
て
、
山
陰
教
区
に
お
い
て
は
「
御
同
朋

の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
実
現
に
向
け
「
山
陰

教
区
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
《
2
0
2
4
（
令

和
６
）
年
度
～
2
0
2
7
（
令
和
９
）
年
度

の
４
ヶ
年
計
画
》
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
2
0
2
4
（
令
和
６
）
年
度
が
終
わ
り
、

２
ヶ
年
目
の
中
間
を
迎
え
ま
す
。
従
っ
て
「
御

同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
山
陰
教
区
委

員
会
設
置
規
則
第
３
条
第
一
号
」
に
基
づ
き
、

中
間
の
成
果
・
点
検
を
す
る
も
の
で
す
。
紙

面
の
都
合
上
、
詳
細
に
つ
い
て
は
お
許
し
い

た
だ
き
、
数
件
に
絞
っ
て
述
べ
て
み
ま
す
。

　
達
成
目
標
と
し
て
「
同
朋
社
会
部
会
」「
寺

院
活
動
支
援
部
会
」「
伝
道
広
報
部
会
」
の

３
つ
を
設
置
し
、
各
部
会
に
お
い
て
起
案
実

行
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
同
朋
社
会
部
会
」

で
は
、
人
権
社
会
問
題
に
対
し
て
、
視
聴
覚

を
フ
ル
に
活
用
し
て
の
企
画
（
実
例
、
映
画

「
福
田
村
事
件
」
等
）
を
通
し
て
研
鑽
に
努

め
て
い
ま
す
。「
伝
道
広
報
部
会
」
で
は
「
山

陰
妙
好
人
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
発
刊
す
る
等
、

広
報
伝
道
教
化
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。
近
年
、

4
万
部
を
超
え
る
注
文
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を

重
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
寺
院
活
動
支
援
部
会
」
に
お
い

て
は
、
寺
院
機
能
の
活
性
化
及
び
過
疎
地
域

寺
院
対
策
の
一
環
と
し
て
「
御
同
朋
の
社
会

を
め
ざ
す
運
動
」
山
陰
教
区
委
員
会
設
置

規
則
内
規
の
一
部
改
正
を
行
い
「
寺
院
振
興

担
当
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
当
教
区
独
自
で
起
案
し
た
意
義

の
あ
る
事
項
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
過
疎
化
・
少
子
化
・
高
齢
化
か
ら
生
ず
る

諸
問
題
へ
の
積
極
的
取
り
組
み
へ
の
意
気
込

み
で
す
。
そ
の
一
方
策
と
し
て
、
昨
今
の
社

会
現
象
を
鑑
み
る
時
、
I
T
（
情
報
技
術
）

活
用
へ
の
取
り
組
み
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
て
い

る
通
り
「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
の
実
施
に
向

け
、
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
理
由
と
し
て
、
医
師
不
足
が
深
刻

化
し
て
い
る
地
方
に
と
っ
て
、
有
効
な
対
策

と
な
る
は
ず
だ
か
ら
で
す
。
懸
念
と
し
て
は
、

シ
ニ
ア
対
象
に
利
用
さ
れ
や
す
い
環
境
作
り

が
必
要
と
も
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
考

に
す
る
価
値
は
大
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
オ
ン
ラ
イ
ン
と
親
し
く
歩
む
」（
仮
称
）

を
掲
げ
て
、
諸
問
題
へ
の
解
決
打
破
へ
の
一

考
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
当
教
区
実
践
運
動
推
進
に
向
か
っ
て
、
僧

俗
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

�

　
　
合
掌

　幾度かの火災焼失後、1709（宝永６）年の再建とも伝えられ、本堂屋根とは別に向拝に入母屋の屋根が用いられている
ことが特徴です。巧みな技術をもって施工された当時の方々、そして大切に護持し今ここに伝え残してくださった多くの先達方に
深く感謝しつつ、身が引き締まるばかりです。

寺院名物シリーズ　　鳥取因幡組　光賢寺42
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親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800年慶讃法要「組における法要行事」一覧

期間中、各組において法要・行事が行われました。

組 期日 会場 講師
人数

法要 行事 帰敬式

鳥取伯耆 2024年10月６日（日） 勝福寺 北島 清秀 師 212名 111名 46名

出　　雲 2024年６月１日（土） 妙壽寺 蕚 慶典 師 165名 165名 70名

神　　門 2024年４月20日（土） 大社うらら館 松崎 智海 師 530名 600名 82名

飯　　南 2024年２月24日（土） 来島交流センター 花岡 静人 師 179名 179名 ―

大 田 東 2023年９月30日（土） 正蔵坊 姜 暁艶 氏 148名 148名 21名

大 田 西 2023年８月２日（水） 願林寺 三浦 誠 師 49名  49名 ―

川　　本 2024年10月５日（土） 悠邑ふるさと会館 笑福亭仁智・大智 111名 111名 ―

邑 智 東 2023年６月11日（日） いきいきセンターみずほ 藤岡 良治 師 150名 150名 ―

邑 智 西 2023年７月14日（金） 矢上交流センター アサカラザル（漫才法話） 235名 235名 ―

浜　　田 2024年４月28日（日） 眞光寺 三浦 明利 師 257名 250名 118名

鹿　　足 2023年10月20日（金） 正法寺 木下 明水 師 98名 98名 ―

２
０
２
５（
令
和
７
）年
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
本
願
寺
山
陰
教
堂
御
正
忌
法
要

　
１
月
21
日
（
火
）、
本
願
寺
山
陰
教
堂

の
御
正
忌
を
お
勤
め
い
た
し
ま
し
た
。

　
午
前
の
法
要
は
「
宗
祖
讃
仰
作
法
」、

午
後
の
法
要
は
「
宗
祖
讃
仰
作
法
（
音
楽

法
要
）」。
結
衆
と
し
て
神
門
組
と
三
隅
組

の
ご
法
中
に
、
奏
楽
員
と
し
て
雅
龍
会
の

皆
さ
ま
に
ご
出
勤
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
担
当
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
堂
の
様
子
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
配
信
し
ま
し
た
。

　
ご
講
師
は
、
本
願
寺
派
布
教
使 

野
村
康

治 

師
（
大
阪
教
区 

中
島
東
組 

瑞
松
寺 

住

職
）。
参
拝
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
お
聴

聞
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
前
の
法
話
で
は
、
仏
教
が
ど
の
よ
う

に
し
て
、
イ
ン
ド
か
ら
日
本
ま
で
伝
わ
っ

て
き
た
の
か
を
詳
し
く
お
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
午
後
の
法
話
で
は
、
親
鸞
聖

人
の
ご
生
涯
、
現
代
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た

歴
史
な
ど
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
浄

土
真
宗
の
歴
史
を
、
今
一
度
味
あ
わ
せ
て

い
た
だ
く
ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
、
寒
い
中
よ
う
こ
そ
お
参
り
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
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ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
中
止
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

度
か
ら
鳥
取
・
出
雲
・
石
見
の
３
ブ
ロ
ッ

ク
そ
ろ
っ
て
の
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
ど
の
会
場
で
も
、
昨
年
度
同
様
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
熱
心
に
聴
講
さ
れ
る
会

員
の
皆
さ
ま
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

【
鳥
取
ブ
ロ
ッ
ク
】

期
　
　
日
　
７
月
14
日
（
日
）

会
　
　
場
　
鳥
取
因
幡
組 

西
法
寺

講
　
　
師
　 

山
名
立
洋 

師

　
　
　
　
　（
鳥
取
因
幡
組 

養
源
寺 

住
職
）

テ 

ー 

マ
　
「
お
寺
の
持
つ
可
能
性
」

参
加
人
数
　
34
名

【
出
雲
ブ
ロ
ッ
ク
】

期
　
　
日
　
10
月
20
日
（
日
）

会
　
　
場
　
チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル
（
雲
南
市
）

講
　
　
師
　
晨 

利
信 

教
務
所
長

テ 

ー 

マ
　 

「
今
、
仏
教
壮
年
の
仲
間
を

作
る
に
は
何
が
で
き
る
か
？ 

何
が
必
要
か
？
」

参
加
人
数
　
73
名

【
石
見
ブ
ロ
ッ
ク
】

期
　
　
日
　
２
月
11
日
（
火
・
祝
）

会
　
　
場
　
い
わ
み
ー
る
（
浜
田
市
）

講
　
　
師
　 

石
橋
純
誓 

氏
（
門
徒
推
進

員
・
非
戦
平
和
を
願
う
真
宗

門
徒
の
会
呼
び
か
け
人
）

テ 

ー 

マ 

「
お
念
仏
と
私
の
生
き
方

　
　
　
　
　
　
非
戦
平
和
を
願
っ
て
　
」

参
加
人
数
　
40
名

仏
教
壮
年
会
連
盟
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　
２
月
９
日
（
日
）、
大
田
中
組
の
西
本

寺
を
会
所
に
「
連
研
履
修
者
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
全
国
的
に
豪
雪
の
日
々
が
続
き
、

高
速
道
路
や
公
共
交
通
に
も
大
き
な
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
山
陰
地
方
も
例
外
で
な

く
、
教
区
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
方
々
の

話
題
も
雪
で
始
ま
り
ま
し
た
。
会
所
寺
院

に
は
早
朝
よ
り
雪
か
き
が
大
変
だ
っ
た
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

　
開
会
式
の
後
、
鹿
足
組
誓
立
寺
の
朋
澤

融
智 

師
の
法
話
を
聴
聞
し
ま
し
た
。
勤
め

て
い
る
保
育
所
で
の
体
験
を
通
し
て
の
気

づ
き
や
、
教
え
を
鏡
と
し
て
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
を
お
示
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
次
に
邑
智
東
組
高
善
寺
の
武
田
正
文 

師

に
よ
っ
て
、「
連
研
を
通
し
て
、
感
じ
た

こ
と
、
気
づ
い
た
こ
と
、
う
れ
し
か
っ
た

こ
と
を
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
」
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
た
問
題
提
起
が
あ
り
、
昼
食
を

は
さ
ん
で
話
し
合
い
法
座
と
全
体
協
議
会

を
行
い
ま
し
た
。
中
央
教
修
を
修
了
さ
れ

た
方
も
数
名
お
ら
れ
、
そ
の
経
験
談
や
お

念
仏
と
の
出
遇
い
な
ど
話
さ
れ
、
限
ら
れ

た
時
間
で
し
た
が
、
有
意
義
な
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
引
き
続
い
て
勤
式
指
導
員
の
小
原
靜
伍 

師
に
よ
る
仏
事
･
勤
行
指
導
が
あ
り
、
最

後
に
教
区
門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
会
長

の
齊
藤 
寛 
氏
か
ら
「
中
央
教
修
の
す
す

め
」
と
題
し
、
お
話
を
頂
い
て
全
日
程
を

終
了
し
ま
し
た
。

　
年
に
一
度
の
研
修
会
で
す
が
、
組
連
研
を

履
修
さ
れ
た
方
々
の
更
な
る
研
修
の
場
、
中

央
教
修
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
「
教
区
連
研

履
修
者
研
修
会
」
が
山
陰
教
区
内
で
の
お

念
仏
の
拡
が
り
に
と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果

た
す
で
あ
ろ
う
と
再
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　
会
場
が
教
区
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
順
番
で
あ
る

の
も
意
義
あ
る
こ
と
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

各
地
域
で
異
な
る
点
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、

会
所
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
る
お
寺
に
は

歴
史
が
あ
り
本
堂
の
荘
厳
や
境
内
の
様
子
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
も
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
研

修
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
出
遇
い
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ
ひ

と
つ
を
大
切
に
し
、
お
念
仏
の
輪
が
拡
が
り

深
ま
っ
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

連
研
履
修
者
研
修
会
に
参
加
し
て

�

出
雲
組

　宗
玄
寺

　藤ふ
じ

森も
り

観か
ん

海か
い
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１
．
日
　
　
時
　
　

　
　 

2
0
2
5（
令
和
７
）
年
２
月
17
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
55
分

２
．
会
　
　
場
　
　

　
　
山
陰
教
堂 

教
化
セ
ン
タ
ー 
研
修
室

３
． 

出 

席 

者
　
　
31
名
（
欠
席
者
９
名
）

４
． 

協
議
事
項

⑴
　
事
務
報
告

・ 

教
区
委
員
会
委
員
の
就
退
任

　 

就
任
：
兜
坂
彰
英
委
員
、

退
任
：
柳
楽
由
乗
委
員

⑵
　
中
央
委
員
会
報
告

　
須
山
成
顕
中
央
委
員
か
ら
報
告
。

・ 

他
教
区
か
ら
の
意
見
具
申
に
つ
い
て

⑶
　 

2
0
2
4
（
令
和
６
）
年
度

事
業
報
告
（
現
況
）

　
事
務
局
及
び
各
部
会
の
部
長
か
ら
報
告
。

　
特
記
事
項
は
次
の
通
り
。

【
事
務
局
】

・ 

各
組
実
践
運
動
関
係
の
研
修
会
・
協
議

会
の
開
催
報
告
書
の
提
出
依
頼
。

・ 

人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
（
み
教
え

と
差
別
の
現
実
、
感
染
症
・
ハ
ン
セ
ン

病
と
差
別
問
題
等
）
の
継
続
し
た
取
り

組
み
を
依
頼
。

２
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
寺
院
活
動
支
援
部
会
】

・ 

こ
れ
ま
で
過
疎
対
応
支
援
員
の
業
務
は

宗
派
が
統
括
し
て
い
た
が
、
宗
門
総
合

振
興
計
画
終
了
に
あ
わ
せ
教
区
に
業
務

移
管
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
こ
れ
ま
で
「
ご
縁
ま
ち
交
流
担
当
」

と
し
て
い
た
も
の
を
「
寺
院
振
興
担
当
」

と
改
め
、
過
疎
対
策
を
含
め
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

【
伝
道
・
広
報
部
会
】

・ 

僧
侶
研
修
会
の
会
場
を
広
い
出
雲
市
民

会
館
と
す
る
。
ま
た
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

は
設
置
せ
ず
、
個
別
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参

加
の
対
応
と
す
る
。

・ 

勤
式
練
習
所
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度

の
参
加
者
が
多
か
っ
た
正
信
偈
の
講
義

を
３
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

・ 

教
区
報
掲
載
記
事
の
企
画
を
募
集
し
て

い
る
。

・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
担
当
者
を
募
集
し
て
い
る

の
で
協
力
を
願
い
た
い
。

主
な
質
問
・
意
見
は
以
下
の
通
り
。

・ 

過
疎
対
応
支
援
員
の
業
務
が
教
区
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
宗
派
で
は

会
議
等
も
な
く
な
る
の
か
。

　⇒

 

宗
門
総
合
振
興
計
画
終
了
に
伴
い
制

度
が
廃
止
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

・ 

他
の
部
会
に
お
い
て
経
費
の
捻
出
が
難

し
い
場
合
、
カ
レ
ン
ダ
ー
頒
布
の
余
剰

金
か
ら
補
填
い
た
だ
く
こ
と
は
可
能
か
。

【
同
朋
・
社
会
部
会
】

・ 

同
朋
社
会
研
修
会
上
映
の
映
画
「
福
田

村
事
件
」
を
各
組
に
お
い
て
も
活
用
し
、

学
び
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
寺
院
活
動
支
援
部
会
】

・ 

子
ど
も
・
若
者
ご
縁
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て
、
今
後
も
少
年
連
盟
と
合
同
で
、

研
修
会
の
開
催
を
検
討
し
て
い
く
。

・ 
ご
縁
ま
ち
交
流
に
つ
い
て
、
現
在
の
体

制
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

・ 

過
疎
対
応
支
援
員
制
度
が
来
年
度
か
ら

教
区
の
寺
院
振
興
対
策
委
員
会
に
移
管

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要

と
な
る
。

【
伝
道
・
広
報
部
会
】

・ 

カ
レ
ン
ダ
ー
の
申
し
込
み
が
、
4
万
部

を
超
え
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。

⑷
　 

2
0
2
5
（
令
和
７
）
年
度

事
業
計
画
（
案
）

　
事
務
局
及
び
各
部
会
の
部
長
か
ら
説
明
。

原
案
通
り
承
認
。

　
特
記
事
項
は
次
の
通
り
。

【
同
朋
・
社
会
部
会
】

・ 

同
朋
社
会
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
、

令
和
７
年
度
は
戦
後
80
年
と
な
る
こ
と

か
ら
、
非
戦
平
和
に
関
す
る
研
修
会
を

　⇒

 

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

⑸
　
内
規
一
部
変
更
に
つ
い
て

　
事
務
局
か
ら
、
教
区
委
員
会
設
置
規
則

内
規
の
一
部
変
更
（
寺
院
振
興
担
当
の
設

置
）
に
つ
い
て
説
明
。
原
案
通
り
承
認
。

⑹
　
部
会

　
※
３
部
会
に
分
か
れ
協
議

⑺
　
全
体
会

　
各
部
会
部
長
か
ら
部
会
報
告
。

【
同
朋
・
社
会
部
会
】

・ 

戦
後
80
年
に
あ
た
り
、
７
月
９
日
の
研

修
会
の
開
会
式
で
、
法
話
を
含
め
た
法

要
を
修
行
し
た
い
。

【
寺
院
活
動
支
援
部
会
】

・ 

寺
院
振
興
担
当
は
、
寺
院
活
動
支
援
部

員
全
員
が
あ
た
り
、
教
化
団
体
と
の
連

携
も
図
っ
て
い
き
な
が
ら
具
体
策
を
検

討
し
て
い
く
。

・ 

法
座
を
開
き
た
い
と
い
う
寺
院
に
対
し

て
の
サ
ポ
ー
ト
方
法
に
つ
い
て
今
後
協

議
し
て
い
く
。

・ 

担
当
者
に
つ
い
て
承
認
。

【
伝
道
・
広
報
部
会
】

・ 

令
和
８
年
度
の
僧
侶
研
修
会
は
社
会
問

題
を
テ
ー
マ
に
瓜
生 

崇 

師
に
講
師
を

依
頼
す
る
予
定
。

主
な
質
問
・
意
見
は
以
下
の
通
り
。

・ 

過
疎
対
応
支
援
員
制
度
に
つ
い
て
、
教

区
と
し
て
統
括
し
て
い
く
部
門
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

以
上

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実
践
運
動
）

　山
陰
教
区
委
員
会
（
総
会
）
報
告
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期
　
日
　
2
0
2
5（
令
和
７
）年

　
　
　
　
２
月
20
日
（
木
）

会
　
場
　
パ
ル
メ
イ
ト
出
雲

参
加
者
　
30
名

　
今
年
度
の
公
開
講
座
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ナ
ー
ス
と
考
え
る
こ
れ
か
ら
の
お
寺

の
可
能
性
」
と
題
し
、
出
雲
市
出
身
で
株

式
会
社
Ｃ
Ｎ
Ｃ
代
表
取
締
役
の
矢
田
明
子

さ
ん
に
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。〝
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
〟
と
い
う
こ
と
ば
を

初
め
て
聞
く
参
加
者
も
多
く
、
看
護
師
の

方
の
実
践
活
動
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
り

ま
し
た
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
く
、
特
別

な
資
格
は
必
要
な
く
、
誰
で
も
身
近
な
と

こ
ろ
で
実
践
で
き
る
活
動
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
郵
便
局
の
中
の
一
角
に
ス
ペ
ー

ス
を
作
り
、
郵
便
物
を
出
し
に
来
ら
れ
た

方
と
の
何
気
な
い
会
話
か
ら
普
段
と
違
う

と
こ
ろ
は
な
い
か
を
発
見
す
る
こ
と
や
、

移
動
販
売
を
し
な
が
ら
町
を
周
っ
て
地
域

の
方
と
会
話
を
す
る
、
他
に
も
、
土
木
関

係
の
仕
事
を
退
職
さ
れ
た
方
に
声
を
か
け
、

子
ど
も
の
遊
具
を
作
っ
た
り
と
、
地
域
活

性
化
の
活
動
は
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　
お
寺
に
お
い
て
も
、
地
域
の
方
々
が
集

ま
れ
る
場
所
と
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
ご

提
言
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ビ
ハ
ー
ラ
山
陰
に
と
り
ま
し
て
も
、
今

後
の
活
動
を
展
開
し
て
い
く
う
え
で
大
い

に
参
考
と
な
る
講
座
で
あ
り
、
参
加
者
と

と
も
に
、
連
携
を
深
め
な
が
ら
実
践
で
き

る
活
動
を
探
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ビ
ハ
ー
ラ
山
陰 

公
開
講
座

日
　
　
時
　
２
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　
　
〈
協
議
会
〉
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
〈
研
修
会
〉
午
後
１
時
30
分
～

会
　
　
場
　
本
願
寺
山
陰
教
堂
　

　
　
　
　
　
教
化
セ
ン
タ
ー
研
修
室

参
加
人
数
　

　
　
　
　
　
〈
協
議
会
〉
14
名

　
　
　
　
　
〈
研
修
会
〉
85
名

現
地
　
54
名
（
う
ち
寺
族
婦
人
27
名
）

オ
ン
ラ
イ
ン
31
名

　
　
　
　
　
（
う
ち
寺
族
婦
人
25
名
）

　
特
別
法
務
員
・
法
務
員
資
格
試
験
合
格

者
を
対
象
と
し
た
連
絡
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
小
原
靜
伍 

教
区
勤
式
指
導

員
か
ら
、
本
山
で
開
催
さ
れ
た
勤
式
指
導

員
研
修
会
の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
小
原 

指
導
員
の
進
行
の
も
と
、

参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
を
行
い
、
教
区

で
の
研
修
会
の
持
ち
方
な
ど
に
つ
い
て
協

議
さ
れ
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
勤
式
研
修
会
を
開
催
。

本
願
寺
御
用
達
開
明
社
「
有
限
会
社
花
新
」

代
表
取
締
役
社
長
の
水
本
高
史 

氏
を
講
師

に
お
招
き
し
、「
仏
華
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

実
演
講
義
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
小
さ
な
花
瓶
に
普
段
の
お
荘

厳
で
使
え
る
仏
華
を
、
後
半
は
、
大
き
な

花
瓶
に
本
山
で
荘
厳
さ
れ
る
よ
う
な
大
き

な
仏
華
を
活
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
実

演
の
中
で
も
丁
寧
に
お
話
い
た
だ
き
、
学

び
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
仏
華
に
つ
い
て
の
講
義
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
寺
族
婦
人
会
連
盟
の
研
修
会
も
併

催
。
現
地
・
オ
ン
ラ
イ
ン
と
も
に
、
多
く

の
坊
守
さ
ま
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
日
常
の
お
花
の
お

供
え
に
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。
す
ぐ
に

取
り
組
ん
で
み
た
い
。」「
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
形
よ
く
活
け
ら
れ
た
の
で
沢
山
の

こ
と
学
び
ま
し
た
。」「
本
山
で
は
遠
く
か

ら
眺
め
る
だ
け
で
す
が
、
立
花
・
生
け
る

の
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。」
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

特
別
法
務
員
資
格
試
験
・

　
法
務
員
資
格
試
験
合
格
者
連
絡
協
議
会

／
勤
式
研
修
会
（
寺
族
婦
人
研
修
会
併
催
）
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地
区
別
布
教
大
会

�

三
隅
組

　明
顯
寺

　佐さ

さ々

木き

か
お
り
　

　
２
月
26
日
（
水
）・
27
日
（
木
）
に
石

東
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
で
地
区
別
布
教
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
大
田
市
内

の
８
ケ
寺
に
若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
布
教
使
が

１
人
ず
つ
派
遣
さ
れ
、
１
席
約
40
分
ず
つ

お
取
次
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
私
は
久
手
町
の
極
楽
寺
（
福
間
信
隆 

住

職
）
に
出
講
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
住
職
は
「
お
参
り
は
少
な
い
か
も
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
30
人

近
い
お
参
り
が
あ
り
、
極
楽
寺
の
ご
門
徒

さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
の
方
も
多
く

お
参
り
く
だ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
初
は
、
こ
ち
ら
も
ご
門
徒
さ
ん
も
緊

張
し
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
空
気
が
ほ

ぐ
れ
る
の
を
感
じ
、
う
な
ず
き
な
が
ら
熱

心
に
お
聴
聞
く
だ
さ
る
お
姿
は
励
み
に
な

り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
お
寺
の
法
座
を
開
き

に
く
く
な
っ
た
り
、
開
座
し
て
も
お
斎
を

出
せ
な
く
な
っ
た
り
、
法
座
を
取
り
巻
く

環
境
は
変
わ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
変

化
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
10
年
位
時
代
が

進
ん
だ
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
も
、
お
聴
聞
の
と
も
し
び
を
絶

や
さ
ぬ
よ
う
、
厳
し
い
状
況
の
中
、
ど
う

に
か
踏
ん
張
っ
て
法
座
を
続
け
て
い
る
お

寺
に
出
講
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
布

教
使
と
し
て
の
喜
び
を
頂
戴
し
ま
す
し
、

そ
こ
に
お
参
り
く
だ
さ
る
ご
門
徒
さ
ん
、

法
座
を
共
に
支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん
に

は
、
た
だ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
山
陰
教
区
布
教
団
で
毎
年
開
催

　
３
月
４
日
に
、
邑
智
西
組
長
円
寺
に
お

き
ま
し
て
、「
山
陰
教
区
布
教
団
青
年
布

教
使
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
お
聴
聞
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の
開
催
に
あ

た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
、

深
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
当
日
は
45
歳
以
下
の
青
年
団
員
４
名
の

布
教
使
に
よ
る
ご
法
話
か
ら
、
閉
会
後
の

講
評
に
至
る
ま
で
、
そ
の
全
て
が
貴
重
な

学
び
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
法
話
で
は
実
際
に
目
で
見
て
体
験
し

た
こ
と
が
、
聞
き
手
に
対
し
て
物
凄
く
説

得
力
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
実
感
し

ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
布

教
使
の
体
験
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
し
、
笑

い
も
交
え
な
が
ら
、
阿
弥
陀
如
来
さ
ま
の

お
心
を
正
し
く
、
わ
か
り
や
す
く
、
あ
り

が
た
く
お
取
り
次
ぎ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
団
長
・
副
団
長
を
は
じ
め
と
す
る
方
々

か
ら
講
評
を
い
た
だ
く
中
で
、
こ
の
よ
う

な
布
教
大
会
と
い
う
研
鑽
の
場
で
お
育
て

を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
自
身
の
成
長
に
も

繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
参
拝
さ
れ
た
お
同
行
の
皆
さ
ま

に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

法
話
に
つ
い
て
の
評
価
や
、
実
際
に
聴
聞

さ
れ
た
お
同
行
の
感
想
も
紹
介
さ
れ
、
普

段
聞
く
こ
と
の
で
き
な
い
感
想
に
も
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
私
自
身
、
最
初
か
ら
浄
土
真
宗
と
い
う

ス
テ
ー
ジ
の
上
に
立
っ
て
話
を
し
て
し
ま

う
こ
と
が
多
く
、
そ
こ
に
伝
わ
り
に
く
さ

や
、
わ
か
り
づ
ら
さ
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
僧
侶
の
立
場
以
外
の

し
て
く
だ
さ
る
こ
の
地
区
別
布
教
大
会
は
、

な
か
な
か
出
講
す
る
機
会
の
な
い
若
手
を

育
て
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
機

会
が
長
く
続
く
事
を
念
じ
あ
げ
ま
す
。

　
２
日
目
は
、
天
岸
淨
圓 

師
（
大
阪
教
区 

東
住
吉
組 

西
光
寺
・
行
信
教
校
校
長
）
か

ら
、「
今
後
の
布
教
へ
の
思
い
」
と
の
講

題
で
ご
講
義
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
熱
の
こ
も
っ
た
お
話
を
頂
戴
し
、
質
疑

応
答
で
の
質
問
に
も
、
熱
心
に
時
間
を
か

け
て
お
答
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
お
取
次
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
つ
い

慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
自
ら
を
恥
じ
、
勉

強
を
怠
ら
な
い
で
い
な
け
れ
ば
と
、
我
が

身
を
振
り
返
る
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　
尊
い
ご
縁
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

視
点
に
も
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
、
現
場

の
声
に
も
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
お

同
行
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
、
聞
き
手
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
姿
で
も
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の
青
年

布
教
使
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
大
切
に
刻

み
、
今
後
も
研
鑽
を
重
ね
て
い
く
所
存
で

す
。
尊
い
お
育
て
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

青
年
布
教
使
大
会三

隅
組

　西
方
寺

　河こ
う

 の

 よ
し

 の
ぶ

野

慈

演
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2025（令和7）年度 実践運動 山陰教区  行事予定
部門 行事（事業）名 期日 会場 講師 参加者

教区委員会

委員会（総会） 本願寺山陰教堂 ―
実践運動ブロック連絡会議 （５ブロックごとに自主的に開催）
実践運動人権啓発推進僧侶研修会 （各組または合同開催）
実践運動推進協議会 （各組または合同開催）
組重点プロジェクトリーダー・サブリーダー研修会

同朋社会部会 同朋社会研修会 ７月９日（水） 出雲市民会館 アーサー・ビナード氏

寺院活動支援部会

連研のための研究会
連研履修者研修会
キッズサンガ通信発行 ―
寺院子弟のネットワークづくり
子ども・若者ご縁づくり教化資料発行 （しおり頒布）
寺院振興・過疎対策についての取り組み

伝道広報部会

カレンダー・伝道資料・冊子発行 10月発行
教区報｢山陰｣発刊 161号・162号・163号
ホームページ「山陰教区」 (https://saninkyoku.net)
僧侶研修会 ９月５日（金） 出雲市民会館 武田一真 師
勤式講習会（僧侶研修会と併修） ９月５日（金） 出雲市民会館 小原靜伍 師
法務員・特別法務員連絡協議会・勤式研修会 ２月後半 本願寺山陰教堂 満田宣也 師

勤式練習所
５月28日（水）
６月19日（木）
10月10日（金）

出雲市民会館
あすてらす

江津市総合市民センター

勤式担当
勤式担当
勤式担当

オンライン研修会
社推協 各施設カレンダー配布

ビハーラ

ビハーラ山陰総会
ビハーラ活動第４連区研修会 ― ― ― ―
ビハーラ全国集会 ― ― ― ―
ビハーラ公開講座
ビハーラ山陰機関誌発行

門徒推進員

総会
実践運動研修会
第４連区門徒推進員実践運動研修会 10月26日（日）・27日（月） 備後教区
会報｢ともしび｣発行

布教団

総会 ４月17日（木） 本願寺山陰教堂 桑原浄昭 師
地区別布教大会
教学研修会 ７月14日（月） 本願寺山陰教堂
教区青年布教使大会 12月10日（水） 浜田組覚永寺
教区青年布教使研修会
第４連区布教使研修会 ７月１日（火）２日（水） 山口教区
第４連区青年布教使研修会 10月１日（水）２日（木） 四州教区
寺院振興｢ともしび法座｣ （組長からの申請に基づき実施）
鳥取常例線布教 ９月・10月・３月

総代会
総代会研修会
第４連区門徒総代会研修会 ― ― ― ―
会報「門徒総代会だより」発行 ３月発行予定

壮年会

仏教壮年会セミナー ― ― ― ―
総会･研修会 ６月７日（土） 本願寺山陰教堂 大松龍昭 師
ブロック研修会（鳥取地区）
ブロック研修会（出雲地区）
ブロック研修会（石見地区）
連区連絡協議会 ６月21日（土） 本願寺備後教堂
仏壮会員研修会 ９月27日（土） ふくやま産業交流館
会報「壮創」発行 ３月発行予定

婦
人
会

仏婦

教区総会・研修会 ５月12日（月） 松江テルサ 朝戸臣統 師
実践運動研修会
教区若婦人のつどい
連区連絡協議会
中四国地区仏教婦人会大会 ― ― ― ―

仏教婦人幹部研修会 ６月７日（土）～9日（月） 沖縄県
沖井智子 師
田中信勝 師

若婦人中央研修会
総連盟総会 ４月25日（金） 本願寺
世界仏教婦人会大会 ― ― ― ―

寺婦
寺族婦人研修会
若寺族婦人研修会 ９月６日（土） 出雲市内 前田純代 師
会報「寺婦のひろば」発行

青
少
年

少年

総会
指導者研修会　
少年連盟中央研修会
中･四国ブロック指導者研修会 ７月９日（水）10日（木） 安芸教区
少年教化寺族女性研修会
広報紙｢はばたき｣発行

保育
まことの保育大学講座（連区）
全国保育大会
総会・理事会

仏青
中四国ブロック真宗青年の集い
全国仏教青年のつどい
青少年教化指導員研修会

野球
全国寺族青年軟式野球大会
中･四国地区寺族青年野球大会 ６月12日（木）・13日（金） 安芸教区

矯正教化
矯正教化連盟山陰教区支部総会
矯正教化連盟広島支部（教誨師）研修会 山陰教区
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感動のそばに、いつも。

〒690-0003
松江市朝日町477-17　松江SUNビル7階
TEL 0852-23-6720
FAX 0852-23-7739
営業時間：9：30～17：30（土・日・祝日休業）

株式会社JTB　山陰支店

ご本山への団体参拝は弊社へご用命をよろしくお願い致します。

【歳　入】 【歳　出】 

2025（令和7）年度 山陰教区一般会計 歳計予算

【歳　出】 
款　　　項　　　目 2025年度予算額 2024年度予算額 対比△減

1 教区事業費 13,568,000 15,630,400 △ 2,062,400

1 総合教化企画費 2,640,000 2,963,000 △ 323,000

1 御同朋の社会をめざす運動推進費 2,640,000 2,963,000 △ 323,000

2 教化費 5,880,000 6,190,000 △ 310,000

1 寺院機能振興費 930,000 730,000 200,000

2 婦人青少年費 1,150,000 1,650,000 △ 500,000

3 総代・壮年費 350,000 300,000 50,000

4 研修費 2,100,000 2,160,000 △ 60,000

5 矯正福祉費 400,000 350,000 50,000

6 文書伝道費 900,000 950,000 △ 50,000

7 教化活動費 50,000 50,000 0

3 助成費 4,848,000 6,277,400 △ 1,429,400

1 布教団助成金 330,000 530,000 △ 200,000

2 各種団体助成金 420,000 620,000 △ 200,000

3 地方教化助成費 4,098,000 4,127,400 △ 29,400

4 組教化助成費（費目削除） 0 1,000,000 △ 1,000,000

4 災害対策費 200,000 200,000 0

1 災害活動費 200,000 200,000 0

2 会議費 1,515,000 2,010,000 △ 495,000

1 会議費 1,515,000 2,010,000 △ 495,000

1 教区会議費 965,000 1,460,000 △ 495,000

2 組長会費 400,000 400,000 0

3 各種会議費 100,000 100,000 0

4 職員会議費 50,000 50,000 0

3 教務所費 26,470,000 24,490,000 1,980,000

1 人件費 21,190,000 19,210,000 1,980,000

1 教務所職員俸給 12,970,000 11,600,000 1,370,000

2 賞与 2,890,000 2,750,000 140,000

3 退職交付金 10,000 10,000 0

款　　　項　　　目 2025年度予算額 2024年度予算額 対比△減

4 福祉費 2,820,000 2,800,000 20,000

5 諸手当 2,450,000 2,000,000 450,000

6 教区勤式指導員事務費 50,000 50,000 0

2 事務費 3,900,000 3,900,000 0

1 通信印刷費 1,650,000 1,650,000 0

2 事務消耗品費 650,000 650,000 0

3 事務諸費 1,300,000 1,300,000 0

4 備品費 300,000 300,000 0

3 旅費 800,000 800,000 0

1 交通費 800,000 800,000 0

4 諸費 580,000 580,000 0

1 慶弔供奠費 150,000 150,000 0

2 接待費 30,000 30,000 0

3 渉外費 200,000 200,000 0

4 雑費 200,000 200,000 0

4 回金 14,920,000 15,000,000 △ 80,000

1 回金 14,920,000 15,000,000 △ 80,000

1 山陰教堂運営費 13,370,000 13,450,000 △ 80,000

2 災害対策費 1,000,000 1,000,000 0

3 退職積立金 500,000 0 500,000

4 子ども・若者推進事業費 50,000 50,000 0

5 「各種法要」積立金 0 500,000 △ 500,000

6 平衡資金 0 0 0

7 慶讃法要費（費目削除） 0 0 0

5 宗会議員選挙費 100,000 500,000 △ 400,000

1 宗会議員選挙費 100,000 500,000 △ 400,000

1 宗会議員選挙費 100,000 500,000 △ 400,000

6 予備費 3,462,000 2,669,600 792,400

1 予備費 3,462,000 2,669,600 792,400

歳出合計 60,035,000 60,300,000 △ 265,000

款　　　　　項 2025年度予算額 2024年度予算額 対比△減

1 教区賦課金 34,146,000 34,395,000 △ 249,000

1 本年度賦課金 34,146,000 34,395,000 △ 249,000

2 過年度賦課金 0 0 0

2 宗派助成金 11,990,000 11,850,000 140,000

1 宗派助成金 11,990,000 11,850,000 140,000

3 願記手数料 1,800,000 1,800,000 0

1 願記手数料 1,800,000 1,800,000 0

4 回　　　　金 1,710,000 1,610,000 100,000

1 回　　　金 1,710,000 1,610,000 100,000

5 雑　　収　　入 1,289,000 1,745,000 △ 456,000

1 雑　　収　　入 1,289,000 1,745,000 △ 456,000

6 前年度繰越金 9,100,000 8,900,000 200,000

1 前年度繰越金 9,100,000 8,900,000 200,000

歳入合計 60,035,000 60,300,000 △ 265,000
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2024（令和６）年度　ともしび法座報告

開催組 開催寺院 法座名 開座日 講師名

１ 大田東組 礼善寺 永代経 令和６年 ５月25日 （土） 小野　隆志

２ 大田中組 法乗寺 永代経 令和６年 ６月22日 （土） 河野　慈演

３ 佐波組 大光寺 報恩講 令和６年 11月３日 （日） 小笠原宣隆

４ 江津組 淨念寺 報恩講 令和６年 11月23日 （土） 毛利　孔晶

５ 大田東組 礼善寺 報恩講 令和６年 12月１日 （日） 大原　浩市

６ 鹿足組 了德寺 御正忌報恩講 令和７年 １月５日 （日） 佐々木かおり

７ 鹿足組 正斎坊 御正忌報恩講 令和７年 １月19日 （日） 市野　覚生

　山陰教区では、住職不在等の理由で法座開催が困難になっているご寺院を対象に、寺院機能の振興を目的
として、教区布教団員の奉仕布教による「ともしび法座」を開座しています。
　この法座は、平成14年度（平成16年度から「ともしび法座」に名称変更）から実施され、今年で24年目を
迎えます。これまでに報恩講・永代経法要など延べ209座に出講させていただきました。
　人口減少・高齢化等の影響で寺院を取り巻く状況は益々厳しくなっています。さまざまな理由から法座が
開催できないなどお困りの場合は、教務所までご相談ください。詳細についてご案内いたします。
※ 開座には、ご寺院の所属する組長からご申請いただきます。

山陰教区寺院振興「ともしび法座」のご案内

2025（令和７）年度 本願寺山陰教堂 常例法座「燈映会」
場所：本願寺山陰教堂（松江市大正町 443-1）　※ JR 松江駅南口から徒歩３分

日時 講師名 組 寺号

2025年
(令和7年)

４月21日（月） 午後１時30分～ 佐々木かおり 三隅組 明顯寺
５月21日（水） 午後１時30分～ 吉田　　剛 松江組 眞光寺
６月20日（金） 午後１時30分～ 林　　　彰 大田東組 松林寺
７月18日（金） 午後１時30分～ 武田　正文 邑智東組 高善寺
８月21日（木） 午後１時30分～ 三浦志保子 江津組 正福寺
９月19日（金） 午後１時30分～ 佐和田　裕 飯南組 西正寺

10月21日（火）
報恩講法要（二座）

（午前法要）午前10時30分～
（午後法要）午後１時30分～

那須　英信 師 備後教区 沼隈南組 善正寺

12月19日（金） 午後１時30分～ 德川　眞英 大田東組 浄土寺

2026年
(令和8年)

１月21日（水）
御正忌法要（二座）

（午前法要）午前10時30分～
（午後法要）午後１時30分～

吉崎　哲真 師 安芸教区 佐伯奥組 西法寺

２月20日（金） 午後１時30分～ 瑞光　倫浩 邑智東組 眞清寺
３月19日（木） 午後１時30分～ 服部　浩明 浜田組 淸岸寺

毎月 21 日開座（11 月を除く）　※ 21 日が土日祝日の場合は平日に前倒し

2025（令和７）年度 山陰教区 鳥取常例線布教

各月15日～17日（４会所） 講師名 組 寺号

2025（令和７）年 ９月 西原　真公 佐波組 浄土寺

2026（令和８）年 ３月 山﨑　崇峰 出雲組 妙壽寺
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ご
協
力
い
た
だ
い
た
団
体
・
個
人
か
ら

３
３
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（
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べ
数
）
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て
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食
品
・
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の
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３
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５
０
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５
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食
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他
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）

　
こ
れ
ま
で
65
回
に
わ
た
り
山
陰
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社
会
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協
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会
や
管
轄
す
る
役
所
、
活

動
さ
れ
て
い
る
団
体
へ
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
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各
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会
福
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協
議
会
の
方
か
ら
特
に

お
菓
子
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
カ
ッ
プ
麺
が

喜
ば
れ
た
と
の
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
届
け
て
い
た
だ
き
た
い
食
品

　
今
年
度
も
「
勤
式
練
習
所
」
を
開
設
い

た
し
ま
す
。

　
仏
さ
ま
へ
の
お
敬
い
の
心
を
形
に
し
た

の
が
勤
式
作
法
で
す
。

　
お
経
の
ご
文
を
深
く
味
わ
う
声
明
理
論

や
僧
侶
と
ご
門
徒
と
も
に
み
教
え
を
共
感

す
る
た
め
の
作
法
。
あ
ら
た
め
て
ご
自
身
の

作
法
や
勤
式
理
解
を
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
度
は
、
僧
侶
・
門
信
徒
の
方
に
正

信
偈
を
学
ん
で
い
た
だ
く
講
義
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
講
い
た
だ

け
る
よ
う
、
出
雲
市
・
大
田
市
・
江
津
市

の
公
共
施
設
に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
受
講

く
だ
さ
い
。

開催日 時間 会場 内容 講師 準備物

5月28日
（水）

13時～
15時半

出雲市民会館
（出雲市）

正信偈
山陰教
区勤式
担当　

「浄土真宗聖典－勤行
集－」「勤式集」「小本
和讃」または普段お使
いの聖典
〈僧侶〉
平服・布袍・輪袈裟・
単念珠
〈門徒〉
単念珠・式章

6月19日
（木）

13時～
15時半

あすてらす
（大田市）

10月10日
（金）

13時～
15時半

江津市総合市
民センター／
ミルキーウェ
イホール

（江津市）

受講料　各回1,000円

お
米
・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
イ
ン
ス
タ
ン
ト

食
品
・
缶
詰
・
瓶
詰
・
乾
麺
・
の
り
・
わ

か
め
・
昆
布
・
粉
末
食
品
（
お
茶
漬
け
の

素
・
味
噌
汁
・
ふ
り
か
け
等
）
調
味
料
（
醤

油
・
砂
糖
・
麵
つ
ゆ
・
塩
・
味
噌
・
酢
・

食
用
油
等
）・
菓
子
な
ど

〇
注
意
い
た
だ
き
た
い
事
項

・ 

賞
味
期
限
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、
１
ヶ

月
以
上
あ
る
も
の
（
社
協
に
よ
っ
て
は

３
ヶ
月
以
上
）

・ 

未
開
封
で
中
身
が
出
て
い
な
い
も
の

・ 

常
温
保
存
が
可
能
な
も
の

フ
ー
ド
バ
ン
ク
活
動
報
告

　
山
陰
教
区
で
は
、
御
同
朋
の
社
会
を
め

ざ
す
運
動
（
実
践
運
動
）
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動
」
は
使
用

済
み
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
を
リ
サ
イ
ク
ル
メ
ー

カ
ー
に
売
却
し
た
代
金
で
、
世
界
の
子
ど

も
た
ち
に
ワ
ク
チ
ン
を
届
け
る
運
動
で
す
。

　
教
務
所
に
は
３
月
ま
で
に
、
約
1
4
0

㎏
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※ 

お
持
ち
い
た
だ
く
キ
ャ
ッ
プ
は
、
軽
く

洗
い
、
飲
料
や
汚
れ
を
落
と
し
て
く
だ

さ
い
。

エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い 

　
　
　

2
0
2
5（
令
和
7
）年
度

山
陰
教
区「
勤
式
練
習
所
」
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「
暑
さ
寒
さ
も
彼

岸
ま
で
」、
彼
岸
の

終
わ
り
と
と
も
に
暖

か
く
な
っ
た
と
い
う

よ
り
急
に
暑
く
な
り
、

過
ご
し
や
す
い
季
節

が
だ
ん
だ
ん
と
少
な

く
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　
先
日
、
何
気
な
く
仕
事
の
効
率
の

良
い
進
め
方
に
つ
い
て
調
べ
て
み
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
１
日
の
目
標
を

決
め
る
、
優
先
順
位
を
つ
け
る
、
ポ

モ
ド
ー
ロ
テ
ク
ニ
ッ
ク
（
25
分
集
中

＋
５
分
休
憩
）、
見
直
す
、
自
己
管
理

等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ふ
と
私
自
身
の
生
活
に
当
て
は
め

て
み
た
と
き
、
そ
の
日
、
も
し
く
は

１
週
間
の
目
標
な
り
予
定
を
立
て
て

い
た
だ
ろ
う
か
、
１
日
を
終
え
振
り

返
っ
て
み
た
だ
ろ
う
か
と
思
い
、
結

果
と
し
て
何
と
な
く
過
ご
し
て
い
る

自
分
に
気
づ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

仕
事
や
法
務
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
普
段
の
生
活
を
思
い
返
し
た

と
き
、
も
っ
た
い
な
い
こ
と
を
し
て

い
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
何
と
な
く
過
ご
し
た
１
日
と
、
目

標
を
立
て
て
過
ご
し
た
１
日
、
同
じ

時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
充
実
す
る

の
は
後
者
の
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

毎
日
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
少
し
ず
つ
で
も
実
践
し
、
良
い

１
日
で
あ
っ
た
と
思
い
た
い
も
の
で
す
。

�
（
Ｍ
・
Ｓ
）

職員

佐
波
組 

実
践
運
動
の
取
り
組
み

佐
波
組
組
長

　
大

　
草

　
眞

　
教

　

お
お  

く
さ  

し
ん     

き
ょ
う

　
「
佐
波
組
は
、
邑
智
郡
美
郷
町
の
北
部

21
カ
寺
（
う
ち
住
職
代
務
寺
院
が
５
カ
寺
）

の
組
で
あ
る
。」
こ
れ
は
平
成
30
年
２
月

に
前
組
長
さ
ま
が
書
か
れ
た
ド
レ
ミ
フ
ァ

組
の
書
き
出
し
で
あ
る
。
あ
れ
か
ら
７
年

経
過
す
る
中
、
廃
寺
等
あ
り
18
カ
寺
（
う

ち
住
職
代
務
寺
院
が
５
カ
寺
）
と
な
っ
た
。

　
以
前
、「
寺
が
消
え
る
」
と
シ
ョ
ッ
キ

ン
グ
な
映
像
が
流
れ
た
。
今
ま
さ
に
厳
し

い
現
実
と
向
き
合
っ
て
い
る
。

　
わ
が
組
の
実
践
運
動
の
現
状
は
、『
高

齢
者
（
施
設
に
お
け
る
）
の
心
の
支
援
』

を
目
標
に
掲
げ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

法
話
会
に
交
代
で
出
講
し
寺
院
参
拝
が
困

難
な
方
へ
聴
聞
の
ご
縁
を
届
け
て
い
る
。

加
え
て
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
１
施

設
も
出
講
対
象
と
し
活
動
の
広
が
り
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
以
前
実
施
し
て
い
た
「
報
恩
講
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」
は
５
カ
寺
以
上
参
拝
さ
れ
た

お
同
行
を
表
彰
し
た
。
青
少
年
に
は
、「
お

寺
ご
飯
を
食
べ
よ
う
」
と
銘
打
っ
て
報
恩

講
時
の
お
斎
を
食
べ
て
も
ら
う
よ
う
に
呼

び
か
け
、
文
房
具
等
の
提
供
を
し
た
。

　
た
だ
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
報
恩
講
時
の
お

斎
の
提
供
を
再
開
し
て
い
る
寺
院
が
少
な

く
、
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
模
索
中
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
ほ
と
け
の
子
の
つ
ど
い
」
の

開
催
や
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
な

ど
を
開
催
し
、
世
代
を
超
え
て
お
念
仏
の

声
が
続
く
こ
と
を
願
っ
た
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
個
々
の
研
鑽
と
し
て
、
町
主
催
の
人
権

講
演
会
を
組
内
各
寺
院
に
案
内
し
、
共
に

学
ば
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
日
頃
か
ら
人

権
意
識
を
常
に
持
つ
よ
う
に
心
が
け
て
い

る
。
新
し
い
気
付
き
、
日
常
の
中
で
忘
れ

て
い
た
こ
と
を
再
発
見
し
て
い
き
た
い
。

　
前
述
し
た
と
お
り
厳
し
い
過
疎
化
の
な

か
、
笑
顔
を
喜
び
を
共
に
感
じ
る
こ
と
の

で
き
る
活
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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編
集
後
記

 

　
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
る
気
候
変
動
で
、

12
月
末
か
ら
１
月
に
か
け
て
は
、
春
に
近

い
暖
か
い
日
も
あ
り
、
寒
い
冬
は
や
っ
て

こ
な
い
と
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ
、
２
月
に

入
り
一
気
に
冬
の
気
候
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
本
山
で
も
雪
が
積
も
り
、
な
か
な
か

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
雪
景
色
に
包
ま
れ

た
両
堂
の
写
真
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
と

て
も
風
情
を
感
じ
ま
し
た
。

　
私
の
地
域
で
は
、
例
年
よ
り
雪
が
少
な
く
、

雪
か
き
を
し
な
く
て
も
い
い
日
々
で
あ
り

ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
２
月
の
法
座
の
頃
に
十
年

に
一
度
の
大
雪
予
報
。

　
法
座
を
迎
え
る
ま
で
、
天
気
予
報
と
睨

め
っ
こ
を
し
な
が
ら
心
配
の
日
々
で
あ
り

ま
し
た
。

　
初
日
は
積
も
る
こ
と
な
く
無
事
に
終
え
、

安
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
二
日
目
は
予
報

通
り
の
大
雪
。

　
お
参
り
に
お
越
し
に
な
ら
れ
る
か
心
配

を
し
ま
し
た
が
、
大
雪
の
中
で
も
多
く
参

拝
さ
れ
、
雪
の
降
る
な
か
歩
い
て
こ
ら
れ

る
ご
門
徒
の
お
姿
を
見
て
、
あ
り
が
た
く

嬉
し
い
限
り
で
あ
り
ま
し
た
。

�

（
Ｕ
・
Ｓ
）

　
雅
楽
と
声
明
の
会
、「
雅
龍
会
」
が

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
教
区
の
ご

寺
院
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
、
歴
代

の
先
輩
の
ご
苦
労
に
よ
り
、
こ
の
節

目
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
記
念
行
事
と
い
た
し
ま
し
て
、
ま

ず
教
務
所
長
導
師
の
も
と
、
会
員
に

て
頭
と
讃
嘆
衆
を
分
担
し
、
具
足
と

奏
楽
に
よ
る
荘
厳
を
整
え
「
新
制
御

本
典
作
法
」
を
勤
修
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
の
名
称
に
因
ん
だ
龍
の
紋

の
五
条
袈
裟
を
調
製
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
出
仕
の
際
に
用
い
て
ま
い
り

ま
す
。

　
そ
の
後
の
研
修
は
「
敬
い
な
く
し

て
儀
礼
は
な
し
～
お
勤
め
に
浄
土
を

感
じ
ま
す
か
～
」
と
題
し
、
名
誉
侍

真
で
あ
る
近
松
照
俊 

師
に
ご
出
講
賜

り
ま
し
た
。
御
真
影
に
侍
さ
れ
た
五
十

余
年
。
内
陣
に
出
仕
す
る
際
の
姿
勢

か
ら
、
声
明
の
ご
文
と
儀
礼
や
博
士

の
関
係
性
を
ご
教
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
例
え
ば
敬
礼
と
あ
り
な

が
ら
敬
い
の
心
が
宿
っ
て
い
る
か
、

御
文
に
合
わ
せ
て
こ
こ
は
読
む
だ
け

で
な
く
礼
を
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
、

慣
れ
親
し
ん
だ
声
明
の
再
確
認
の
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
教
区
内
か
ら

も
経
典
の
句
読
点
と
な
る
場
所
と
息

継
ぎ
の
整
合
性
に
つ
い
て
の
ご
意
見

も
賜
っ
て
お
り
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
時
代
に
即
し
た
新
し

い
葬
儀
規
範
と
し
て
、
故
人
の
人
と

な
り
を
盛
り
込
ん
だ
表
白
作
り
が
提

案
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
も
、
あ
く

ま
で
阿
弥
陀
如
来
、
宗
祖
を
は
じ
め

と
す
る
念
仏
伝
来
の
諸
師
の
讃
嘆
を

大
切
に
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　
浄
土
の
様
相
に
表
わ
さ
れ
た
阿
弥

陀
如
来
の
智
慧
と
慈
悲
。
親
鸞
聖
人

は
そ
の
様
子
を
「
宮
商
和
し
て
自
然

な
り
」
と
お
喜
び
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

雅
楽
が
表
わ
す
光
や
歓
声
、
声
明
の

仏
徳
讃
嘆
、
大
御
前
は
御
堂
に
お
い

て
お
勤
め
が
導
師
か
ら
同
音
へ
と
つ

な
が
り
、
一
体
と
な
っ
て
い
る
と
き
、

ま
さ
に
浄
土
を
感
じ
る
と
経
験
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
現
代
の
勤
式
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
儀
礼
の
見

直
し
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
年
々

更
新
さ
れ
る
儀
礼
を
参
集
の
者
同
士

ど
う
調
和
さ
せ
て
い
く
か
、
次
の
節

目
に
向
け
て
の
課
題
で
あ
り
、
敬
い

の
な
い
儀
礼
に
門
信
徒
が
礼
す
る
は

ず
が
な
い
と
襟
を
正
さ
れ
た
節
目
で

あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
清
浄
薫
、
清
浄
楽

の
お
心
を
体
し
、
さ
ら
な
る
研
鑽
に

務
め
ま
す
の
で
、
ご
指
導
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
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